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高
市
首
相
の
巧
言
令
色

騙
さ
れ
て
い
ら
れ
な
い

　

財
界
要
望
に
そ
っ
て
打

ち
出
し
た
労
働
時
間
の
規

制
緩
和
方
針
に
対
す
る
追

及
に
対
し
、
高
市
首
相
は

「
残
業
時
間
の
規
制
の
た

め
に
働
き
た
い
人
が
働
け

ず
、
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め

に
無
理
を
し
て
慣
れ
な
い

副
業
を
す
る
こ
と
で
健
康

を
損
ね
る
方
が
出
る
こ
と

も
私
自
身
は
心
配
」
と
発

言
。

　

低
賃
金
と
物
価
高
を
放

置
し
て
き
た
無
責
任
を
棚

上
げ
し
、
困
っ
て
い
る
人

に
同
情
す
る
言
い
方
で
規

制
緩
和
を
当
然
視
す
る
。

巧
言
令
色
、
見
事
で
す
が
。

　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

労
働
時
間
の
規
制
緩
和
「
論
外
」

労
働
者
の
要
求
で
は
な
く
、
財
界
の
要
望
だ

　
　

時
短
と
一
体
の
賃
上
げ
求
め
る

　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
が
国
会
追
及

米
シ
ア
ト
ル
市
長
に
「
社
会
主
義
者
」

　

生
活
苦
改
善
・
富
裕
層
課
税
な
ど
訴
え

　

現
職
破
り
当
選

　

ア
メ
リ
カ
西
部
シ
ア
ト

ル
の
市
長
選
で
、
自
ら
社

会
主
義
者
と
名
乗
り
富
裕

層
課
税
な
ど
を
訴
え
た
ケ

イ
テ
ィ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏

（
43
）が
現
職
を
破
り
当
選

し
ま
し
た
（
13
日
）。

　

シ
ア
ト
ル
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
大
手
ア
マ
ゾ

ン
や
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
な
ど
の
大
企

業
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
は
、
夫

と
２
歳
の
娘
と
と
も
に
ア

パ
ー
ト
暮
ら
し
。
選
挙
戦

で
は
保
育
料
の
支
払
い
に

自
身
の
両
親
か
ら
支
援
を

受
け
て
い
る
生
活
実
態
も

公
言
し
て
、
貧
富
の
格
差

を
批
判
。
市
の
住
宅
政
策

の
拡
充
や
市
営
の
食
料
品

店
の
設
立
を
公
約
に
掲
げ

ま
し
た
。

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

　

日
本
共
産
党
の
小
池
晃

書
記
局
長
が
13
日
、
参
院

予
算
委
で
質
問
。
厚
労
省

の
試
算
で
、
月
80
時
間
の

残
業
規
制
を
超
え
て
働
き

た
い
労
働
者
は
０
・
１
％

に
す
ぎ
ず
、
労
働
者
は
規

制
緩
和
を
望
ん
で
い
な
い

と
指
摘
。「
労
働
時
間
の
規

制
緩
和
は
労
働
者
の
要
求

で
は
な
く
、
財
界
の
要
望

だ
。
さ
ら
に
搾
取
し
た
い

財
界
の
悲
願
で
、
企
業
側

の
論
理
だ
」
と
追
及
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
高

市
首
相
は
、
生
活
の
た
め

に
副
業
し
て
い
る
人
を
取

り
上
げ
て
規
制
緩
和
を
当

然
視
す
る
筋
違
い
の
答
弁
。

　

小
池
氏
は
パ
ネ
ル（
図
）

を
示
し
、「
過
労
死
等
」
で

の
労
災
認
定
数
が
過
去
最

多
を
記
録
し
た
こ
と
を
告

発
。
裁
量
労
働
制
な
ど
長

時
間
労
働
を
拡
大
す
る
法

律
が
横
行
し
て
い
る
中
、

規
制
緩
和
な
ど
は「
論
外
」

と
述
べ
て
撤
回
を
要
求
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
男
女
が
と
も

に
家
事
や
育
児
、
介
護
な

ど
の
ケ
ア
を
分
か
ち
合
え

る
社
会
に
す
る
た
め
に
も
、

労
働
者
が
自
由
に
使
え
る

時
間
を
確
保
す
る
こ
と
は

重
要
な
課
題
だ
」
と
強
調
。

大
企
業
に
は
賃
上
げ
で
き

る
力
が
十
分
に
あ
る
と
し

て
、
賃
上
げ
と
一
体
の
労

働
時
間
短
縮
を
強
く
求
め

ま
し
た
。
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第 23 回 東京科学シンポジウム

理性と希望の平和な時代を拓く
―理性的ルールにもとづいた社会をめざし―
　　日時：12 月 6 日 （土）～ 7 日（日）
　　会場：中央大学多摩キャンパス（八王子）

●特別報告

１．早尾貴紀さん（東京経済大学教授）「ガザ実験室―

占領テクノロジーからジェノサイド・テクノロジーへ」

２．羽場久美子さん（青山学院大学名誉教授・城西国

際大学特別栄誉教授）「戦後 80 年、加害と被害、日本

の軍事化の危険性」

●平和、気候危機・エネルギー、生成 AI、リニア中央

新幹線、軍学共同、若手研究者、非正規教職員の労働

運動、高等教育問題など 16 分科会

シンポジウム参加費 2000 円

参加申し込み http://jsa-tokyo.jp/

主催：日本科学者会議東京支部

熊本市中心地の陸上自衛隊駐屯地に長射
程ミサイル配備計画
撤回を求め集い・パレード 1200 人

　

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼

働
容
認
。「
新
潟
県
の
花
角

英
世
知
事
は
、６
、７
号
機

の
再
稼
働
を
容
認
す
る
と

表
明
し
た
」「
再
稼
働
す
れ

ば
２
０
１
１
年
の
東
日
本

  
自
国
維
参
が
競
い
合
い

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
は
何
を
狙
う
③

　

思
想
「
洗
い
出
し
」
弾
圧

　

参
政
党
の
神
谷
宗
幣

代
表
は
街
頭
演
説
で
、

公
務
員
に
つ
い
て
「
極

端
な
思
想
の
人
た
ち
は

辞
め
て
も
ら
わ
な
い
と

い
け
な
い
。
こ
れ
を
洗

い
出
す
の
が
ス
パ
イ
防

止
法
で
す
」
と
発
言
し

ま
し
た
。

　

自
由
法
曹
団
の
中
谷

雄
二
弁
護
士
は
、
ス
パ

イ
防
止
法
が
で
き
た
米

国
で
は
敵
国
の
手
先
だ
と

見
な
さ
れ
て
反
戦
活
動
を

し
た
人
た
ち
も
処
罰
さ
れ
、

言
論
そ
の
も
の
が
差
し
止

め
ら
れ
た
。
ま
た
マ
ッ

カ
ー
シ
ー
の『
ア
カ
狩
り
』

で
知
ら
れ
る
レ
ッ
ド
パ
ー

ジ
は
戦
後
の
日
本
で
も
吹

き
荒
れ
、
公
務
員
や
民
間

企
業
労
働
者
が
職
場
か
ら

排
斥
さ
れ
た
。
ス
パ
イ
防

止
法
を
通
せ
ば
、
そ
う
い

う
危
な
い
状
況
が
つ
く
ら

れ
か
ね
ず
、
戦
前
の
治
安

維
持
法
な
ど
に
よ
る
国
民

弾
圧
と
同
じ
よ
う
な
こ
と

が
起
き
る
危
険
が
あ
る
と

指
摘
、
自
分
た
ち
の
自
由

を
手
放
す
こ
と
は
で
き
な

い
と
訴
え
ま
す
。

大
震
災
以
来
、
東
電
の
原

発
で
は
初
め
て
だ
」「
福
島

第
１
原
発
事
故
の
被
害
補

償
や
、
ふ
る
さ
と
再
建
は

ま
だ
道
半
ば
だ
」「
そ
の
責

任
が
問
わ
れ
て
い
る
最
中

に
再
稼
働
は
許
さ
れ
な

い
」

え
る
家
族
の
会
』
も
規
制

緩
和
に
反
対
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

コ
メ
相
対
価
格
56
％
上

昇
。「
農
水
省
が
18
日
発
表

し
た
２
０
２
５
年
産
の
10

月
の
価
格
は
３
万
７
０
５

８
円
と
前
月
を
１
６
３
円

上
回
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
分
市
佐
賀
関
で
大
火

災
発
生
。「
１
７
０
棟
以
上

が
焼
失
し
た
」「
強
風
が
被

害
を
拡
大
し
た
よ
う
だ
」

「
火
の
粉
が
対
岸
の
島
ま

で
飛
ん
だ
」「
住
宅
密
集
地

の
た
め
、
消
火
活
動
が
困

難
だ
っ
た
」「
年
の
瀬
で
気

の
毒
だ
」「
関
サ
バ
、関
ア

ジ
で
有
名
な
と
こ
ろ
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
　

×　
　
　
　

×

　

高
市
首
相
の
台
湾
有
事

発
言
問
題
。「
中
国
が
反
発

を
強
め
て
い
る
」「
中
国
総

領
事
の
発
言
も
お
粗
末

だ
」「
高
市
政
権
は
安
保
３

文
書
の
改
訂
に
着
手
し

た
」「
非
核
３
原
則
も
邪
魔

と
言
っ
て
い
る
」「
本
当
に

危
険
な
内
閣
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

先
週
号
の
「
連
合
の
労

働
時
間
規
制
緩
和
批
判
の

ア
ピ
ー
ル
」
が
話
題
に
。

「『
現
行
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
は
過
労
死
認
定

ラ
イ
ン
だ
』『
緩
和
は
働
き

方
改
革
に
逆
行
』
は
そ
の

通
り
だ
」「
豊
か
な
生
活
時

間
を
確
保
す
る
法
改
正
の

実
現
の
訴
え
も
賛
同
で
き

る
」「『
全
国
過
労
死
を
考

　
「
東
北
か
ら
北
海
道
に

か
け
て
は
早
く
も
大
雪

だ
」「
サ
ザ
ン
カ
が
咲
い
て

い
る
」

第 23 回東京科学シンポジウム関連企画
歌とギター演奏・朗読・トーク・被爆証言

11 月 26 日（水）14：30 ～ 16：00 参加費無料

会場：パルテノン多摩 2Fオープンスタジオ

　　　多摩モノレール「多摩センター駅」より徒歩５分

主催：日本科学者会議東京支部

後援：原水爆禁止多摩協議会


